
令和 5 年 8 月 28 日 

各位                               海ごみから革新的な社会を考える会 

                                （一社）全日本船舶職員協会前理事 

                                       小木曽順務 

兆しが表面化、この対処ができない日本 

 

課題１．海ごみ問題（海洋プラ）を放置し続けると、20 年後には東京湾、伊勢湾、大阪湾、瀬戸内海の水深 5 メ

ートル以内までが汚染され、輸出入 99.5％を支える外航船舶と国内輸送の 55％を担う内航船舶の熱交

換機（海水冷却）が目詰まりし、結果、航行速度は維持できず、経済は失速する。 

課題２．リサイクルポート取扱品目の改定（海ごみと需要鉱物の取扱を追記） 

レアメタルを始めとする重要鉱物の安定供給の確保（重要鉱物保護法） 

鉱物資源を大量に集め再資源化しなければ、日本経済は失速する。 

課題３．内航海運の人手不足（新聞記事参照） 

外航海運（船員）の大多数が外国人、国内輸送の 55％を支える内航海運は長年にわたり人手不足、 

人材育成をしなければ、経済は失速する。 

 

 この兆しが見えてきたのに、未だに対処できない日本（省庁関係者）である。 

解決策 

◯幸いに、各界で素材ごとの 

リサイクル技術は整った。 

よって、海国日本の経済を失 

速させないためにも、工業王 

国中部地区で、各界のステー 

クホルダー（専門家）を一堂 

に集め、海の静脈物流システ 

ムの可能性調査（国家予算） 

を行う必要がある。 

この調査に基づき、システム 

化した物流システムを創り 

上げることである。 

◯大量輸送でコスト削減 

創り上げた物流システムを 

基に、全国で回収した海ごみ 

と重要鉱物を網羅されたリ 

サイクルポート（22 港）に陸

揚げし、分別化した大量の資 

源ごみを基幹港（三河港）ま 

で搬送し、各界のステークホ 

ルダー（専門家）に届け、再 

生資源化する。 

この恒久的に必要な物流シ 

ステムを稼働させることで 

海洋環境は改善でき、鉱物の 

再生価格も安定し、「2 つの高 

齢化」（記事参照）も改善に向 

かい、人材育成も可能とな 

る。ぜひ、ご意見があればお 

聞かせ下さい。 

                          中日新聞 2023 年 8 月 26 日 

 

           以上 


